
へ
い
あ
ん
せ
ん
と
せ
ん
ひ
ゃ
く
ね
ん
き
ね
ん
さ
い

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭

30知
る

■
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
っ
て
何
？

明
治
二
十
八

一
八
九
五

年
は

平
安
京
に
都
が
移
り

桓
武
天
皇

（

）

、

、
か
ん
む
て
ん
の
う

が
大
極
殿
で
は
じ
め
て
正
月
の
拝
賀
を
受
け
た
延
暦
十
五
（
七
九
六
）

だ
い
ご
く
で
ん

年
か
ら
千
百
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
の

、

「

」

。

が

桓
武
天
皇
を
顕
彰
す
る
祭
典

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭

で
す

「
紀
念
」
は
「
記
念
」
と
同
じ
意
味
で
す
が
、
昔
は
こ
の
字
を
使
う
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

明
治
二
十
五
年
五
月
頃
か
ら
、
京
都
実
業
協
会
が
立
案
。
京
都
市
は

参
事
会
か
ら
三
人
、
市
会
か
ら
四
人
の
紀
念
祭
委
員
を
選
出
し
、
紀
念

祭
の
開
催
と
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
誘
致
に
向
け
て
、
国
に
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

、

（

）

そ
の
結
果

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王

の
ち
小
松
宮
彰
仁
親
王
と
交
替

あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と
し
ん
の
う

こ
ま
つ
の
み
や
あ
き
ひ
と
し
ん
の
う

を
総
裁
に
む
か
え
、
会
長
に
近
衛
篤
麿
、
副
会
長
に
佐
野
常
民
が
就
任

し
て
、
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
協
賛
会
を
設
立
。
国
務
大
臣
も
関
与

す
る
国
家
的
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
寄
附
金
を
府
県
郡
市
長

や
地
方
名
望
家
に
委
嘱
し
て
、
全
国
か
ら
募
り
ま
し
た
。

ま
ず
平
安
宮
朝
堂
院
正
殿
の
大
極
殿
を
模
し
た
神
殿
な
ど
が
岡
崎

だ
い
ご
く
で
ん

（
現
左
京
区
）
の
地
に
造
営
さ
れ
、
桓
武
天
皇
を
奉
祀
す
る
平
安
神
宮

が
明
治
二
十
八
年
三
月
に
完
成
。
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。

紀
念
祭
は
、
勧
業
博
覧
会
開
催
中
の
四
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
を
迎

え
て
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
諸
事

情
で
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
十
月

二
十
二
日
か
ら
三
日
間
挙
行
さ
れ
ま
し

た

十
月
二
十
二
日
は

延
暦
十
三

七

。

、

（

九
四
）
年
、
桓
武
天
皇
が
新
京
（
平
安

京
）
に
入
っ
た
日
で
す
。

紀
念
祭
の
余
興
と
し
て
、
二
十
五
日

に
行
わ
れ
た
時
代
行
列
は
、
翌
年
か
ら

平
安
神
宮
の
時
代
祭
と
な
り
現
在
に
続

い
て
い
ま
す
。

■
三
大
問
題

琵
琶
湖
疏
水
完
成
後
の
京
都
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
平
安
遷
都

び

わ

こ

そ

す

い

千
百
年
紀
念
祭
の
挙
行

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催

京
都
舞
鶴

、

、

ま
い
づ
る

間
鉄
道
の
建
設
、
と
い
う
三
つ
の
事
業
、
い
わ
ゆ
る
三
大
問
題
を
達
成

さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
京
都
の
政
財
界
は
こ
れ
を
京
都
の
近
代
化
の
好

機
と
と
ら
え
、
そ
の
実
現
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
紀
念
祭
や
博
覧
会
で
海
外
や
全
国
各
地
か
ら
京
都
を
訪
れ
る

観
光
客
の
た
め
に
、
寺
社
は
特
別
拝
観
を
実
施
し
て
建
物
や
宝
物
を
一

般
公
開
し
ま
し
た
。
近
代
の
観
光
都
市
京
都
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

紀
念
祭
の
開
催
は
重
要
な
画
期
と
な
り
ま
し
た
。

時代行列(黒川翠山撮影)
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■
紀
念
祭
関
連
事
業
と
湯
本
文
彦
の
功
績

紀
念
祭
の
京
都
府
委
員
湯
本
文
彦
（
一
八
四
三
～
一
九
二
一
）
は
、

ゆ
も
と
ふ
み
ひ
こ

。

、

歴
史
学
者
と
し
て
平
安
京
全
域
の
実
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

ま
た

そ
の
成
果
を
取
り
込
ん
で
、
は
じ
め
て
の
京
都
通
史
『
平
安
通
志

、』

へ
い
あ
ん
つ
う
し

京
都
の
神
社
・
仏
閣
・
名
所
旧
跡
の
解
説
書
『
京
華
要
誌
』
な
ど
を
編

け
い
か
よ
う
し

集
し
ま
し
た
。

、

湯
本
は
鳥
取
県
出
身
の
歴
史
学
者
で

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
か
ら
京

都
府
庁
に
勤
務
し
て
、
数
多
く
の
歴
史

調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。
紀
念
祭
で
は

企
画
・
立
案
か
ら
携
わ
り
、
京
都
府
の

歴
史
編
纂
事
業
の
発
展
に
も
寄
与
し
ま

し
た
。
ま
た
、
京
都
帝
室
博
物
館
学
芸

委
員
な
ど
を
兼
ね
た
の
ち

『
鳥
取
藩
史
』
の
編
纂
長
に
就
任
し
て
い

、

ま
す
。歩

く
／
見
る

■
桓
武
天
皇
ゆ
か
り
の
寺
社
名
勝
遺
跡
保
存

か
ん
む
て
ん
の
う

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
桓
武
天
皇
ゆ
か
り

の
寺
社
や
名
勝
旧
跡
の
修
繕
・
保
存
が
京
都
市
費
か
ら
補
助
さ
れ
ま
し

た
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
三
十
一
件
で
、
熊
野
神
社
拝
殿
（
現
左
京

区
聖
護
院
山
王
町

・
坂
上
田
村
麻
呂
墓
（
現
山
科
区
勧
修
寺
東
栗
栖

）
さ
か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ

野
町

・
東
福
寺
山
門
・
神
泉
苑
・
長
岡
京
遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

）

■
平
安
神
宮

左
京
区
岡
崎
西
天
王
町

へ
い
あ
ん
じ
ん
ぐ
う

平
安
神
宮
は
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
、
平
安
遷
都
千
百
年

紀
念
祭
に
際
し
、
京
都
市
民
の。

氏
神
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た

祭
神
は
桓
武
天
皇
（
七
三
七
～

か
ん
む
て
ん
の
う

八
〇
六
）
と
孝
明
天
皇
（
一
八

こ
う
め
い
て
ん
の
う

三
一
～
六
六

。）

紀
念
祭
協
賛
会
が
、
桓
武
天

皇
の
御
霊
を
奉
祀
す
る
神
社
の

創
建
を
請
願
し
、
明
治
二
十
七

年
、
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
、

平
安
神
宮
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

平
安
宮
朝
堂
院
正
殿
の
大
極
殿
と
応
天
門
を
模
造
縮
小
し
た
拝
殿
と

お
う
て
ん
も
ん

大
鳥
居
正
面
の
二
層
楼
門
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
同
二
十
八
年
三
月
に
完

成
。
建
築
家
木
子
清
敬
・
伊
東
忠
太
が
設
計
と
工
事
の
指
揮
・
監
督
に

あ
た
り
ま
し
た
。

孝
明
天
皇
没
後
七
十
五
年
目
の
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
孝
明

天
皇
を
合
祀
す
る
た
め
、
社
殿
が
新
築
・
改
築
さ
れ
、
西
本
殿
に
孝
明

天
皇
が
、
東
本
殿
に
桓
武
天
皇
が
祀
ら
れ
ま
し
た
。
時
代
祭
神
幸
列
の

二
基
の
鳳
輦
は
両
祭
神
を
奉
じ
て
い
ま
す
。

ほ
う
れ
ん

平
安
神
宮
神
苑
は
、
造
園
家
小
川
治
兵
衛
（
七
代
目
）
の
手
に
よ
っ

て
築
か
れ
た
約
六
千
坪
の
回
遊
式
庭
園
で
す
。
昭
和
五
十
年
、
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
苑
内
に
は

『
源
氏
物
語
』
藤
袴
に
ち
な
ん

、

だ
フ
ジ
バ
カ
マ
な
ど
、
古
典
に
登
場
す
る
草
花
を
は
じ
め
、
様
々
な
植

物
が
植
え
ら
れ
、
数
多
く
の
鳥
や
魚
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

建設中の平安神宮（ 平安遷都千百年紀念『
祭協賛誌』より）
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池
水
は
琵
琶
湖
疏
水
か
ら
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
取
水
し
て
い
る

た
め
、
琵
琶
湖
に
住
む
珍
し
い
生
物
が
生
息
し
て
、
動
植
物
学
的
に
も

貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
羅
城
門
遺
跡

南
区
唐
橋
羅
城
門
町
（
花
園
児
童
公
園
内
）

ら
じ
よ
う
も
ん
い
せ
き

明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
、
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
の
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
湯
本
文
彦
の
提
案
に
よ
る
平
安
京
実
測
事
業
が
な
さ

れ
、
羅
城
門
の
位
置
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
京
都
市
参
事
会
に
よ
っ
て

｢

羅
城
門
遺
址｣

の
石
標
が
、
そ
の
地
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
決
定
の
方
法
は
、
延
暦
十
五
（
七
九
六
）
年
の
創
建
以
来
、
位

置
が
不
動
だ
と
さ
れ
た
東
寺
の
南
門
を
基
準
点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら

と
う
じ

曲

尺
で
計
測
し
て
、
九
条
通
の
南
端
の
位
置
を
決
定
し
、
さ
ら
に
計

か
ね
じ
ゃ
く

、

。

測
し
て
朱
雀
大
路
の
中
心

す
な
わ
ち
羅
城
門
の
中
心
を
決
め
ま
し
た

■
大
極
殿
遺
跡

上
京
区
千
本
丸
太
町
上
る
（
内
野
児
童
公
園
内
）

だ
い
ご
く
で
ん
い
せ
き

明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
、
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
に
あ
た

り
、
湯
本
文
彦
は
平
安
京
の
実
測
を
行
い
、
大
極
殿
の
位
置
を
こ
の
地

、

「

」

。

に
定
め

京
都
市
参
事
会
が

大
極
殿
遺
阯

の
石
標
を
建
て
ま
し
た

大
極
殿
と
は
平
安
宮
朝
堂
院
の
正
殿
で
、
即
位
な
ど
の
国
家
的
儀
礼

が
行
わ
れ
た
場
所
で
す
。
貞

観
十
八
（
八
七
六
）
年
、
創

建
後
初
め
て
焼
失
。
再
三
の

被
災
で
修
復
再
建
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
が

治
承
元

一

、

（

一
七
七
）
年
の
大
火
で
焼
失

し
て
以
降
、
再
建
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

な
お
、
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
明
治
二
十
八
年
に
建
て
ら
れ
た

石
碑
の
場
所
は
大
極
殿
の
北
側
の
回
廊
の
あ
っ
た
場
所
で
、
大
極
殿
の

中
心
部
は
千
本
丸
太
町
交
叉
点
附
近
と
判
明
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
千

本
丸
太
町
交
叉
点
西
北
お
よ
び
南
東
角
に
く
わ
し
い
説
明
板
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。


